
平成２２年度一般会計当初予算説明資料
７款 商工費

（ ）１項 商業費 経済通商総室 内線:７８９０

（ ）２目 商業振興費 単位：千円

財 源 内 訳 備

事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較 考

起 債 そ の 他 一般財源国 庫 支 出 金

【 】経済成長戦略

（新）リサイク 1,537 0 1,537 1,537

ルビジネス推進

アクションプラ

ン策定事業

トータルコスト 2,334千円（前年度 0千円 ［正職員：0.1人］）

主な業務内容 研究会の開催、アクションプランの作成

( ) 経済成長による「一人当たり県民所得」の増大 「新たな雇用」の創出を着実に実工程表の政策目標 指標 、

現するための「鳥取型経済成長モデル」を構築

説明

１ 事業の概要

環日本海定期貨客船航路、鳥取自動車道など新たな交通インフラの活用を視野に入れ、地

域の循環資源（金属くず、廃プラなど）の現状、将来動向等を調査し、新たな時代における

鳥取県のリサイクルビジネスの取組方針（アクションプラン）を策定する。

２ 事業内容

次のスケジュールに沿ってアクションプランを策定する。

・研究会を立ち上げ

県内におけるリサイクルビジネスの現状と課題認識の共有

・循環資源量調査

第１四半期 循環資源の県内での発生量、新たな交通インフラ整備に伴う将来の動向等

を調査

・県内企業訪問調査

県内でリサイクルビジネスに取り組んでいる企業を訪問し、課題、要望等

を聞き取り

・第２回研究会の開催

第２四半期 調査結果を踏まえ、専門家を交えて意見交換し、リサイクルビジネスを進

めるための課題（技術、設備、制度など）を抽出

・第３回研究会の開催

第３四半期 抽出された課題をもとに、重点的に取り組む分野、県の支援策など取組方

針を決定

３ これまでの取組状況、改善点

従来は、県内で多く発生する循環資源（廃瓦、生ゴミ 、県内の技術シーズ（廃ブラウン）

管のリサイクルなど）を踏まえて取組を行ってきた。新たな交通インフラの整備による物

流の変化の可能性も視野に入れ、県内におけるリサイクルビジネスの可能性を検討する必

要がある。


